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１ 令和３年度 消防局事業報告 

（１）総括 

消防局は、「神戸消防グランドデザイン 2025」が示す、神戸に住み、働き、学びそ

して訪れる全ての人々にとって安全で安心なまち神戸の実現に向けて、さまざまな施

策に積極的に取り組んできた。 

一方で、新型コロナウイルス感染症が未だ終息しない中、消防局では徹底的な感染

防止策を講じ、如何なる事態にあっても、市民の生命を守るため安定的に業務を継続

できる体制を整えている。 

令和３年度は、あらゆる災害への備えや消防団の充実強化などの市民の安全安心を

守るために必要な事業はもとより、消防関係の申請書類の電子化やキャッシュレス決

済の導入といったＩＣＴ化事業など、限られた予算を効果的に活用しながら事業を推

進した。 

 

（２）主な施策 

「神戸消防グランドデザイン2025」に示す５つの「安全で安心な神戸のまちの将来像」

の実現に向け、さまざまな事業に取り組んだ。 

将来像１「みんなで安全・安心に取組むまち」 

ア 地域防災力強化のため、災害時の初動対応マニュアルである「地域おたすけガイ

ド」の作成を支援するとともに、防災資機材の整備更新を行った。 

イ 消防団員の新型コロナウイルス感染症対策として、マスク等の衛生用品を購入し

た。また、タブレット端末を配布して消防団のＩＣＴ化を推進するとともに、消

防団車両及び小型動力ポンプの更新や、消防団詰所・器具庫の整備等を計画的に

進めた。 

ウ 地域住民による初期消火活動に使用するために、公園等の耐震性防火水槽に併設

された消火用ポンプ一式を順次更新した。 

 

将来像２「防災への心を育むまち」 

 ア 住宅火災による被害の軽減を図るため、住宅用火災警報器などの住宅用防災機器

等の普及促進や維持管理、家庭内での火災予防についての意識啓発など、住宅防

火の広報を重点的に行った。 

イ 市民防災総合センターの施設を活用した体験型訓練や災害を疑似体験できる「土

砂災害ＶＲ」による研修など、総合的な市民防災研修を推進した。 
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 将来像３「命を大切に考え取組むまち」 

ア 新型コロナウイルス感染症対策として、感染リスクが高い傷病者を搬送するため

のアイソレーターを導入するとともに、救急資器材の備蓄をすすめ、救急資器材

の安定供給体制の確保を行った。 

イ 地域・職場のリーダーとなる救急インストラクターの養成や、応急手当普及にか

かる講習を感染防止に配慮して実施した。 

ウ 健康局と連携して「救急安心センターこうべ」の利活用を進めるための広報、啓

発活動を行うとともに、救急車の適正利用を推進した。 

エ 救急体制の更なる充実のため、救急救命士をはじめ、気管挿管や薬剤投与が実施

できる認定救命士の養成を行った。 

  

将来像４「消防サービスが行き届くまち」 

ア 消防庁舎建設や建替工事を行った。 

イ 防災活動車両の整備を行った。 

ウ 高規格救急車の更新を行った。 

エ 申請書類の電子化推進及び手数料のキャッシュレス決済を導入し、ＩＣＴ化を推

進した。 

 

将来像５「あらゆる災害に備えるまち」 

ア 兵庫県と共同運航している消防防災ヘリコプター３機による 365 日昼間２機稼動

体制を維持継続した。 

イ 消防救急デジタル無線の機器更新として、本部、無線中継所、各消防署等の基地

局及び移動局について、７カ年計画のうち、令和３年度分の更新を行った。 

署所名 運用 

兵庫消防署本署[建替] 令和３年 ８月10日運用開始 

西消防署西神南出張所[新設] 令和３年12月13日運用開始 
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